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研究成果概要 
 
 平成 27 年度は、CLIO 本体ではなく、KAGRA の初期運転のための研究を実行した。

具体的には、BS（ビームスプリッター）を KAGRA の BS タンクに移設し、これを用い

て KAGRA 初期運転（iKAGRA）を遂行した。その際に、CLIO で培ってきたノウハウ

を活かし、3 ㎞基線の初期アラインメント作業にも参加し、KAGRA 作業を支援した。 
 
【参考】 

iKAGRA と呼ばれる KAGRA 初期運転は 
 
 2016 年 3 月 25 日~3 月 31 日 
 2016 年 4 月 11 日～4 月 25 日 
 
の 2 回にわたり、初期運転を実行し、それを完了した。 
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